
 
盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによっ

て示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的

伝統に満ちた岩手の地で、こども、家族、地域とと

もに公正で平和な世界の実現を目指します。 

1．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や    

 希望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値  

 観と出会う場を提供します。 

201７年４月号 

 「一歩一歩」         
盛岡YMCAリーダー会 会長 小野寺 保乃香（盛岡大学3年・チーズリーダー）  
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 出会いと別れの季節。春はいつもちょっと寂しい気持ちとこれ

からの生活に期待を持ってわくわくすることから始まる。 

 この春も、盛岡YMCAからスタッフやリーダーをはじめ多くの子

どもたちを見送り、迎える。去る人は残すものに大きな影響を与

えて残るものは次の人に必ず何かを与えてくれる。 

 

 私は、高校まで運動部に所属していた。そのときに必ず言われ

たことは、「もっと自分に自信を持て」ということだ。自信を持

つとはどういうことなのだろうとその当時はよく分からなく、た

だ淡々と試合をし勝てば喜び、負けては悔しがる。その繰り返し

だった。 

 あるとき、盛岡YMCAに入り活動していくうちに、次第に自分の

口から子どもたちに「もっと自信を持ってみて！」と言っている

ことに気づいた。これは自分なりの言葉の解釈だが私はこの言葉

の意味は、「あきらめてほしくない」ということなのだろうと

思った。少なくとも私がその子に向けて言った意味はこれに近

い。可能性があるのに壁にあたるとすぐに壊すのをやめてしま

う、その姿はまるで自分を見ているようだった。 

「どうせできない」その言葉がどれだけ浅はかなものだったのか

いまは分かる。 

 リーダー会長を決めるとき、私は何も出来ないから、と弱気な

考えでいることに気づいた。シンプルに、できるかできないか

じゃなく、やるかやらないかで考えたとき私の中で「やる」とい

う選択肢しかなかったのだ。それは誰もやらないならとかしょう

がないからとかそういうことではなく、先輩たちや子どもたちの

姿をみて、自分も何かのきっかけを与える存在でありたいと思っ

たからだ。だが、私はその勇気は持っていなくいつも誰かの影に

隠れ逃げていた。しかし今回、その第一歩を踏み出すきっかけを

くれたリーダー会長という存在。これからどうなるか自分自身わ

からない。分からないからこそわくわくする。そんな一歩を踏み

出せたことに感謝をしている。 

 

「チーズらしいね」その言葉が飛び交うように自分を出していき

たい。 



また会う日まで… 

 盛岡YMCAで活動させて頂いた4年間はあっという間でした。子

どもたちと新しい遊びを生み出してゲラゲラ笑いあったり、全力で

遊ぶ時間が一番楽しかったです。「短足ー！」と子どもたちからの

第一声。足が長くなったと弁解するのではなく、アピールポイント

にしてみたりと、新しい引き出しが増え、今までの自分ではなない

自分に出会えました。活動を通して、子どもたちから学んだことも

あります。楽しいことはもっと楽しくなり、悔しいことは同じ立場

でなんとかしようとします。目の前のことに全力な子どもたちと一緒に活動できた

ことは、私にとって貴重な時間でした。そして、様々な感情を共感しあえることの

良さを実感しました。 

 盛岡YMCAでは、「君でいいんだよ」を伝えています。この一言が伝えるメッ

セージに考えさせられ、人との関わり方の難しさも知りました。上手くいったこも

あれば失敗したことも数えきれないほどです。しかし、その度に仲間の存在で立ち

直ることができました。優しさ、支え合い、気遣い…捉え方次第で意味が異なって

くることがあり、リーダー会というチームを作るにあたり、仲間から考えさせられ

ました。 

 4年間を振り返ると、本当に様々な思い出が蘇ってきます。そして、子どもたちと

全力で遊び、リーダーたちとくだらないことをして笑いあった日々が、今では私の

パワーに変わっています。これからは小学校の教員として沢山の人々と関わりま

す。結果だけにこだわらず、自分らしく様々なことに挑戦していきたいです。これ

からも目の前の子どもたちや人々のことを1番に考えて行動していきたいと思いま

す。4年間本当にありがとうございました。 

盛岡大学4年 安久津 里彩（あさりリーダー） 

 

こんにちは！チョップです！無事卒業できることに浮かれてい

た私も、先に盛岡を発つリーダーを見送ったり、「これで会え

るのは最後かもね」といった会話からようやく卒業するんだと

いう実感が湧いてきました。 

    盛岡YMCAは、人と人との関わりが非常色濃く、子どもか

ら学生、それからワイズの方々まで普段の学校生活では関わる

ことのない人と出会いが溢れていました。その中にはその日限

りでもう会うことがない人、いつも顔を合わせる人、また定期的に会える人、どん

な出会いでもどんな関わりでも広がることが嬉しくて、そしてリーダー名を覚えて

遊んでくれる子どもたちや話すたびに仲が深まっていく関係が、自分の居場所のよ

うに感じました。先日、お世話になった学童で嬉しい出来事がありました。

「チョップちょっと来て！」と子どもたちに手を引かれて学童に入ると皆揃って出

迎え、卒業を祝ってくれたのです。唐突な送別会に驚きましたが、それまでに子ど

もたちと関わりを続けてきて、私のために会を開いていただけたことに心から感動

し涙をこらえました。私と子ども、私とリーダー、どんな関係でも目に見えるよう

な形には残りませんが、これまでの歳月が遊びが会話が、その人に何らかの影響を

与えたり、ふと思い出してプッと笑ったりと思い出となって心の隅で残ってくれる

ことを願っています。私は盛岡YMCAから色んなものをもらいました。思い出や笑

顔、失敗、そして関係性、それらが今の自分を作り上げてくれたと思うのです。こ

れからは保育士として幼い子どもたちの心に残るような関係を築いていけたらなと

思います。皆様、本当に本当にお世話になりました！！ 

岩手県立大学4年 川口 奈恵（チョップリーダー） 

 

3月になり、卒業を意識することが多くなってきました。少し寂し

い気持ちとともに今まで、ＹＭＣＡでのたくさんの経験を振り

返っていました。楽しかったこと、悔しかったこと、辛かったこ

と本当にたくさんのことを経験させていただきました。そして、

その経験はこれから、社会に出ていく私を支えてくれるもので

す。 

 様々なことを振り返っていると、「あの時は、こういうことを

感じた。」「あの時は、こんなこと学んだ。」とたくさんの場面が思い出されま

す。そして、その思い出された場面には、必ず私と「誰か」がいました。その「誰

か」は、リーダーであったり、スタッフであったり、子どもの時もあれば、ワイズ

メンズクラブの方であったり様々です。私が独りでに、何か自分の中に新しいもの

を生むということは、私の大学生活では少なかったように感じます。もちろん、何

かしらの本や映像を観て学ぶことはあったので、そういったこともゼロではありま

せんでした。しかし、圧倒的に周りの人との関わりの中で、学ぶこと、感じること

のほうが多かったです。「人は人と出会うことで成長する。」このことを改めて、

強く感じています。 

 また、そのようなことを改めて感じると同時に、感謝の気持ちも、私の中に溢れ

てきました。私が盛岡ＹＭＣＡでたくさんのことを学んだり、感じたりすることが

できたのは、私に対して、真正面から向き合ってくれる人たちがいたからです。ま

た、ＹＭＣＡを信用して、お子さんを預けてくれる保護者の方や、盛岡ＹＭＣＡの

ことを好きになって参加してくれる子どもたちがい

なければ、今の私はいなかったと思います。 

 まだまだ、未熟者で不甲斐ない私ですが、何事に

も誠実に直向きに取り組んでいきたいと思っていま

す。盛岡ＹＭＣＡに、私に関わってくださった方々

に本当に感謝しています。最後にありきたりな言葉

になりますが、4年間本当にありがとうございまし

た。  

盛岡大学4年 東海林 俊一（ますおリーダー） 

 

 岩手県立大学社会福祉学部４年のだっちゃこと川村美沙樹です！

盛岡YMCＡでは２年間活動しました。大学編入をきっかけに３年

生から入ったのですが、盛岡YMCAのリーダーたちは学年の壁を感

じさせないくらい歓迎してくれて、たくさんの仲間と本当に濃い２

年間を過ごすことができました。 

 この２年間を振り返ると、子どもと関わる時間と同じくらいに自

分と向き合う時間が多かったように感じます。入る前は、ボラン

ティアと聞くと単発の取り組みという印象がありましたが、YMCA
では１つ１つどの活動も準備から振り返りの時間までの過程を大切にしていて、そ

の中でたくさんの学びがありました。毎回、限られた時間の中で子どもたち一人ひ

とりの良いところを引き出しながらどうやってグループをまとめようと悩んでいま

したが、リーダートレーニングや他のリーダーからアドバイスをもらい、冷静に状

況判断をする大切さや子どもたちもリーダーも楽しめる環境づくりには密なコミュ

ニケーションが大切だと学べました。プログラムづくりで他のリーダーと意見が合

わずに衝突したこと、活動以外でもリーダーやスタッフとご飯を食べたり遊んだり

したこと、悩んで怒って泣いて笑って…と忙しい毎日でしたが、今となっては全て

いい思い出です。唯一後悔しているのは、２年間と言いながらも今年はあまり活動

できなかったので今の１年生とはほとんど一緒に活動できなかったことです。来春

からも引き続き、盛岡にいるので時間があればまた活動に参加できればと思ってい

ます。 

 最後になりますが、いつも支えてくれたリーダーたち、スタッフの皆さん、ワイ

ズの方々、今まで本当にありがとうございました。この２年間盛岡YMCAで学んだ

こと、たくさんの思い出は一生の宝物です。YMCAで得たことをいつまでも忘れず

に来春からの社会人生活でも活かしていきたいと思います。 

岩手県立大学4年 川村 美沙樹（だっちゃリーダー） 

 

暖かく穏やかな日が増え、寒さに凍える冬もいよいよ終わりを告げ

る時期になりました。寒さが苦手でこたつにお世話になっていた私

も、最近は外に出るのが少しずつ楽しみになってきました。盛岡

YMCAとの出会いも春の陽気が抜けきらない時期だったと思いま

す。 

 私の盛岡YMCAでの活動は、ある日のリーダーサッカーから始まり

ました。初めて出会う人たちばかりのはずなのに、ずっと昔に顔を

合わせたかのような雰囲気を持つスタッフの方々やリーダーたちに温かく迎え入れ

てもらったことを昨日のことのように覚えています。あの日から今日まで、貴重な

時間を個性豊かなメンバーや子どもたちと共に過ごしました。どれも二度と味わう

ことの出来ない大切な思い出です。また、ここでの経験は私自身が将来へ一歩踏み

出すための大きなきっかけにもなりました。 

 高校生の頃からずっと教員志望だった私にとって、短大入学は目標到達への大きな

遠回りだと感じていました。入学と同時に持ち続けていた夢を諦めて別の道を模索

しようと考えたことも一度や二度ではありません。しかし、盛岡YMCAで野外活

動、サッカースクール、その他の活動へ足を運び、たくさんの子どもたちと関って

共に活動していくなかで得られた大きな充実感が私の原点を見つめ直させてくれま

した。もちろん、子どもたちとコミュニケーションをとることは難しく、一筋縄で

はいかないことも何度もありましたが、そこでの経験のほとんどが自分を成長させ

るエネルギーに変わってくれたと信じています。 

 スタッフの方々、Y’sメンズクラブの皆様、その他地域の方々にはたくさんお力添

えいただきました。また、一緒に泣いて、悩んで、それでもたくさん笑って楽しく

過ごして来れた仲間たちには感謝してもしきれません。4月からは、自分の夢を追い

かけつつも、頑張る皆さんを遠くから応援しています。2年という短い間でしたが、

本当にお世話になりました。 

岩手県立大学短期大学部2年 峯田 盛史（マッチリーダー） 

 

 こんにちは！毎度おなじみのゴリナです。「インドでゴリナも考

えた」をはじめ、これまでの記事を読んでくださりありがとうござ

いました！いよいよ卒業すると思うと、これまでのリーダーとして

の４年半、たくさんの出来事が蘇ってきます。嬉しかったこと、楽

しかったこと、悲しかったこと、イライラしたこと、悩んだこと、

嫉妬したこと、葛藤したことなど、、、一言では言い表せない感情

が４年半、溢れていたなと感じます。それは、まさにYMCAだか

らこそ感じることのできたことだったのではないかと思います。常に自分の周りに

人がいる。常に誰かがそばにいる。それは楽しく嬉しい時もあれば、イライラした

り、厄介に感じる時もあります。YMCAではそうしたことが日々当たり前に繰り広

げられています。こどもたちはもちろん、リーダー、スタッフ、ワイズの方々と接

する中で、たくさんの自分と向き合わなくてはなりませんでした。 

 しかしそれは、様々な感情を胸に抱きながらも、活動に参加していく中で、新し

い自分、嫌な自分、好きな自分、理想の自分、などたくさんの自分に出会えたよう

な気がします。こうして心から自分と向き合えた時間は、相手がいてこそだとつく

づく思います。常に自分の周りに誰かがいてくれたからこそ感じることができたこ

とだと思います。これまで私を見守ってくださった方々、そして無邪気に一緒に遊

んだ子どもたち、喧嘩をしながらもなんだかんだ毎日のように遊んでいたリーダー

たち、たくさんの人に私は感謝をしたいです。 

 来年度からは盛岡YMCAのスタッフとして働かせていただくことになりました。

スタッフになってからも、周りの方々への感謝を忘れず、また、様々な感情を抱き

ながら日々を過ごしていきたいと思っています。これからもよろしくお願いしま

す。 

岩手大学4年 武田 悠（ゴリナリーダー） 

3月13日（月）。これまで盛岡YMCAを盛り上げてくれたリーダーたちの送別会が行われました。2016年度は6名のリーダーが卒業。卒業生か

らメッセージが届いています☆ 



☆フットサル大会開催☆ 

盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター ３月報告書 

☆9か月間の活動を終えたインターン生よりメッセージ  

インターンをさせていただいていたチョップです！今回は9ヶ月と

いう長い期間で、主に宮古市にて「宮古を愛する青少年の育成」を

目的に活動を行ってきました。宮古市の子どもを対象とした野外活

動を始め、台風10号の災害支援、被災地の視察やシンポジウム・プ

ロジェクト等、様々な活動に参加させていただき、沢山の人々や仕

事に触れることができました。長いようで短かったインターンです

が9ヶ月間を通して、被災地宮古のために自分にできることはなにか考えてきまし

た。悩み、模索し活動を続けてきて、次第に宮古の子どもたちや地域の人々と会う

ことが楽しみになりました。私と同じように継続的な活動により、宮古の人々に

とってYMCAが活動が楽しみや居場所になってくれればと思うようになりました。

またそうなってもらうためにも私ができることとしては活動を続けることなのでは

ないかと考えました。 

 その他インターンで与えられた役割や仕事では、担当者と連絡を取り、責任を

持って仕事を行うことの大切さを、失敗を繰り返しながら経験を通して学ぶことが

できました。 

 私たちインターン生を受け入れていただき、沢山の経験の場を与えてくださった

濱塚さんを始め、君塚さん、またお世話になった宮古市の方々、そして活動を共に

したリーダーの皆さんに心から感謝を申し上げます。本当にありがとうございまし

た。 

岩手県立大学4年 川口 奈恵（チョップリーダー） 

 

 9ヶ月間ありがとうございました。入校式の日、期待よりも9ヶ月

間活動をやりきれるかどうかの不安の方が大きくとても緊張してい

たことがついこの間のようです。実際に活動が始まると、盛岡

YMCAの人たちは出会ったことがないくらい面白い人でいっぱい

で、毎回毎回の活動がとても楽しかったです。ピーちゃんという素

敵な名前もつけていただき、子供たちやみんなに名前を呼んでもら

えるのが本当に嬉しかったです。気がつくと自分自身本当に心から

楽しんで活動をしていました。9ヶ月なんてあっという間に過ぎていってしまいま

した。地元のために何かしたいと思って参加したインターン活動でしたが、でも実

際に活動をしてみると学ぶことの方が多く、地元のために自分が何ができたのかと

考えると答えはわかりません。でも宮古の子供たちやボランティアで出会った人た

ちと一緒に楽しい時間を過ごし、たくさん笑い合えたことはインターンの大きな成

果だったと感じます。 

 何かに挑戦することが苦手だった私にとってインターンに応募したことは大きな

決断でした。でもこの活動に参加した時間は、私の人生の中での大きな一部です。

活動を通じて多くの人に出会えたこと、ここでしかできない体験ができたこと、盛

岡YMCAの皆さんには感謝しています。本当にありがとうございました。  

岩手大学3年 大藤 百華（ピーちゃん） 

 

☆第一回宮古サッカーお泊まり会&宮古ファミリーサッカーフェスティバル 

 3月19日（日）~20日（月）の２日間、

15名の子どもたちと12人のリーダー、ス

タッフで、陸中海岸青少年の家での第一回

宮古サッカーお泊まり会を行いました。普

段１時間の宮古サッカースクールのとこ

ろ、午前２時間、午後２時間の練習で長い

時間、仲間と楽しくサッカーをしました。

お泊まりならではのお風呂や、一緒に食べ

るごはん、ナイトプログラムなど、サッ

カー以外の時間も大はしゃぎでした。 

 ２日目は、お父さん、お母さんも集まり

ファミリーサッカーフェスティバルが開催

されました。今まで練習してきた成果をお

父さん、お母さんに観てもらえるというこ

とで、ＹＭＣＡのユニフォームを着た選手

たちは、熱い戦いを繰り広げていました。 

 

盛岡ＹＭＣＡスタッフ 向平 悟（さとちゃんリーダー） 

「やったぁ!」「ナイスシュート!」子どもたちの様々な歓喜の声

が滝沢市勤労者体育センターの外まで響いています。 

  3月5日(日)、今年で6回目となる「盛岡YMCAフットサル大

会」が滝沢勤労者体育センターで行われました。盛岡YMCAの

サッカースクールはこの時期、足場の良くない雪上で練習や試合

を行なっており、上手にボールコントロールする事は皆無に等し

い状況なのですが、そこはYMCAのサッカースクールの子どもた

ち。雪でボールコントロールがうまくいかなくても声掛けは威勢

がとっても良いんです。 

その威勢の良さをそのままに、自由自在にボールをコントロールできる場所での

サッカーをする子ども達はキラキラした汗を飛ばし、キラキラした目をしていまし

た。 

低学年はとにかくボールをよく追いかける、高学年はパスの精度や動き出しまで考

えながらサッカーをしている子どもが多くみられ、みんな本当にサッカーが好きな

んだなぁと感じました。もう一つ、盛岡YMCAのフットサル大会の特徴として大き

く挙げられるのが、リーダー達です。リーダー達はただの応援団・コーチではあり

ません。試合には出られないものの、「心」と「魂」は子どもたちと一緒にコート

内にいました。試合が始まる前からチームを盛り上げ、試合中はずーっと仲間を鼓

舞し、点数が入ると子どもたちに駆け寄り一緒に喜びを爆発させる。そんな熱い、

そして楽しいリーダーが仲間なら子ども達も盛り上がるのは当たり前ですよね。そ

んなバカになれるリーダーが多く存在するのが盛岡YMCAの特徴なんだと改めて感

じた大会でした。 

お昼過ぎに閉会式が終わり、子ども達が解散する頃、すれ違うようにガタイの大き

い男たちがぞろぞろと体育館に集結し始め、なにやら異様な雰囲気に・・・。そう

です！フットサル大会の後は「第6回盛岡YMCAベストキッズOB戦」が行われたの

です！1年に1回、ベストキッズでサッカーをしていたOB達が一同に集まり、楽し

く、そして、本気でサッカーをする特別なプログラム。現ベストキッズの子ども達

は目を輝かせながら先輩たちのテクニックの応酬に魅入ってました。OB戦は年齢問

わず、大好きなサッカーを通して、そしてYMCAの仲間として全員で過ごせるとっ

ても大切な時間です。その空間にいると、みんなサッカーが大好きなんだな。そし

て、YMCAが大好きなんだなと感じることができるんです。来年もまた両大会は行

われます。子ども達も、OBも楽しみにしているこの大会を私たちはずーっと大切に

していこうと改めて思いました。 

 

YMCAサッカー大会担当スタッフ 東森 聡（たもりリーダー） 
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☆リーダー紹介コーナー☆ 
 こんにちは！背は小さくても心が広いことで有名な ちょび で

す！またの名を岩手県立大学2年生の早坂知美といいます！今回は

私と同じ岩手県立大学2年生の隠れおもしろリーダー、タイヤリー

ダーについて紹介させていただきます☆ 

 タイヤリーダーの本名は湯澤直希といいます。性別は男性です

が、知る人ぞ知る、白雪姫の名演技者でもあるそうです！！一度で

いいから見てみたいですよね！今度みんなでお願いしてみましょう！きっとかわい

い素敵な笑顔で応じてくれるはずです！（そうなったら私は小人役ですかね？？） 

 そんなタイヤリーダーの名前は、車好きというところからきています。正しくは

レース大好き人間です。好きすぎて深夜に徹夜で見てしまうこともあるんだと

か・・・良い子はマネしちゃいけませんよ！！ちなみに彼はマニュアルの普通自動

車運転免許を持っています！タイヤがタイヤを動かせるわけです。面白いです

ねー。私は運転ができないので、純粋にすごいなと思います！ 

 次にタイヤリーダーがどんな人なのかを話したいと思います！タイヤリーダーは

とにかく優しいです。初めてあった人も安心してください！困った時は助けてくれ

るし、困ってなくても助けてくれる、そんな人です！その上ノリがいいです。最初

は無理とか嫌だとか言っていても、結局いろいろと面白いことをやってくれます。

白雪姫とか白雪姫とか白雪姫とか・・・。なので、ＹＭＣＡの活動でタイヤリー

ダーを見つけた時は粘り強くいろいろとお願いしてみましょう！ 

 さてさて、タイヤリーダーについて少しはわかっていただけたで

しょうか？あえて言いませんでしたが、彼にはすごく嫌いなものが

あったりします！ぜひ、会ったときに聞いてみてください♪最後ま

で読んでいただきありがとうございました！ 

タイヤリーダーの素敵な笑顔☆→ 



 

 
★4月1日（土） 

  ぷらいむ・たいむ開校 

 

★4月4日（火） 

  火曜水泳教室Ⅰ期開講 

 

★4月8日（土） 

  本町スクールⅠ期開講 

 

★4月9日（日） 

  4月サンデースクール 

  ～焼き印入り！オリジナルどら焼きを作ろう～ 

 

★4月10日（月） 

  土淵スクールⅠ期開講 

  月曜水泳教室Ⅰ期開講 

 

★4月12日（水） 

  水曜水泳教室Ⅰ期開講 

  盛南スクールⅠ期開講 

 

★4月13日（木） 

  向中野スクールⅠ期開講 

  高松スクールⅠ期開講 

 

★4月14日（金） 

  篠木スクールⅠ期開講 

  盛北スクールⅠ期開講 

  金曜水泳教室Ⅰ期開講 

 

★4月18日（火） 

  火曜水泳教室休講 

 

★4月23日（日） 

  4月アドベンチャー 

  ～電車で行く花巻空港探検～ 

（場所：花巻空港） 

 

★4月29日(土・祝) 
  本町スクール休講 

 

４月の予定 

『見つかる』？ 
 
 「天体観測」という歌がある。日本の４人組のロック

バンド、BUMP OF CHICKENの最大のヒット作で、2001

年の3月にリリースされた。 

 「そんな夢みたいなこと言ってないで現実を受け入れ

なきゃ！！」「いつまで、甘い夢をみているんだ！」２

０代の頃は良く耳にした言葉だが、逆に最近は口にする

ことが多くなってきた。人はいつのまにかほうき星を探

すのをやめてしまうのだろうか？  

 現実の世界に生きている僕たちは現実を無視すること

はできない。「探す気力がなくなった。」「見つからず

に終わるのが怖い」「傷つきたくない」さまざまな思い

はあるだろう。だからと言って、そこに埋没してしまう

のは、あまりに寂しいことだ。 

 かの有名なアンパンマンはこうも語っている。 

 僕たちは、生きる喜びをさがし続けていかなければな

らないんだ！！ 昨日も今日も、明日も明後日も…。た

とえ傷ついても‥。 

 

 

「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、

その一匹を見失ったとすれば、九十九匹を野原に残し

て、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろう

か。」 

（新共同訳聖書 ルカによる福音書15章：4節） 

 

盛岡YMCA総主事 濱塚有史 

君でいいんだよ  

～JUST THE WAY “YOU”ARE㉝～ 

表紙の写真から 

3月5日（日）に行われたフットサル大会での一枚

です☆ 各スクールの子どもたちは、メンバーＯＢ

たちとともにサッカーを楽しみ、盛り上がりまし

た。 
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ショッカーもフィリピンで考えた。① 
 2月 22日（水）~28日（火）にかけて、ショッカー

リーダーがフィリピンワークキャンプに参加しました。

今月より、ショッカーリーダーからのレポートをお届け

します☆ 

 
 ワークキャンプ二日目。小一時

間車に揺られワークを行うイロイ

ロYMCAのキャンプサイトへ向

かった。道中、見るもの全てが新

鮮であった。秩序があるようでな

いような交通状況、普段見ない南

国を感じさせる木、飼われている

のか疑ってしまうような犬や牛。初めて見る現地の様子

にとても高揚し、これから向かうところはどんなところ

だろうという期待感も高まった。最初に私たちはキャン

プサイトのそばにある小学校を訪れた。到着して目にし

た光景にとても驚いた。校門に並ぶマーチングバンドの

演奏とともに校庭を取り囲むように全校生徒が立ってい

て私たちを出迎えてくれていた。予想していなかった光

景に戸惑いながらも、現地の子どもたちと挨拶を交わし

た。子ども達の目はとてもキラキラしていた。圧倒され

るくらいパワフルで、それにも衝撃を受けた。セレモ

ニーも行いとてもあたたかく向かい入れていただいた。 

 当初はセレモニー後、ワークを行う予定だったが、雨

によりワークが中止となり子どもたちと交流する時間と

なった。日本の各YMCAがそれぞれ1つ歌やゲームを行

い、盛岡からはロックマイソウルを紹介した。私は英語

で歌の説明などをしたが、言いたいことを上手に伝える

ことがなかなかできず、もどかしさを感じた。しかし、

いざ歌って見ると皆楽しそうな様子でとても嬉しかっ

た。そのほかにも折り鶴や紙飛行機などを一緒に作り、

楽しい時間を過ごした。 

 このワークキャンプ二日目は、ワークキャンプ全体を

通じて最も長く子どもたちと関わることができた日だっ

た。言葉は通じなくても楽しい時間を共有することがで

きる。そのことを強く感じた。うまく伝わらなくても言

葉以外の行動や気持ちで補っていく。そうすることで理

解してもらうことができた。これまでサッカースクール

やキャンプでも、うまく伝えることができずもどかしさ

を感じることがあった。しかしそれは自分の言葉の選択

や、本気で伝えたいという気持ちが弱かったからだと思

う。伝わる言葉に甘えてあまり考えずに喋る。そのせい

で伝わらない。そのことにフィリピンの子ども達と関わ

る中で気付かされた。伝えるためには言葉も重要だが、

そのほかにも大切なことがある。言語は違えど関わり方

は、変わらないということを痛感させられた1日だっ

た。 

岩手県立大学3年 伊藤 陸（ショッカーリーダー） 

見えないモノを見ようとして 

望遠鏡を覗き込んだ 

静寂を切り裂いて 

いくつもの声が生まれたよ 

明日が僕らを呼んだって 

返事もろくにしなかった 

「イマ」というほうき星 

君と二人で追いかけていた 

気が付けばいつだって 

ひたすら何かを探している 

幸せの定義とか哀しみの置き場とか 

生まれたら死ぬまでずっと探している 

さあ始めようか天体観測 

 

私
た
ち
は
と
ち
ぎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
企
画
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
誘
わ
れ
、
一
泊
二
日
で
栃

木
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
と
ち
ぎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
催
、
エ

ン
ジ
ョ
イ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
の
見
学
と

補
助
を
し
ま
し
た
。
小
学
生
が
参
加
し
、

高
学
年
の
部
と
低
中
学
年
の
部
に
分
か
れ

て
の
リ
ー
グ
戦
を
行
う
大
会
で
、
私
た
ち

は
と
ち
ぎ
Ｙ
の
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
選
手

の
誘
導
や
タ
イ
ム
計
測
な
ど
の
補
助
を

し
、
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
近
く
で
見
る

試
合
で
は
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
圧
倒
さ
れ
る
動

き
を
感
じ
、
仲
間
で
あ
る
こ
と
の
力
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
栃
木
だ
け
で
な
く
、
福

島
、
茨
城
、
群
馬
な
ど
他
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
交
流

で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
み
ら
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
大
学
の
中
村
教

授
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
防
災
に
つ
い

て
、
小
原
氏
か
ら
Ｕ
Ｐ
の
活
動
に
つ
い
て

を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
幅
広
い
年

齢
で
の
意
見
交
換
を
し
、
震
災
に
つ
い
て

の
自
分
の
考
え
、
震
災
が
起
こ
っ
た
日
の

こ
と
、
今
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
共
有
し
あ
い
ま
し
た
。
復
興
支
援
活

動
を
既
に
行
な
っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、

復
興
支
援
に
は
踏
み
出
せ
て
い
な
い
人
も

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
は
、
心
の
復
興
が
必
要
な
こ
と
、

津
波
対
策
や
防
災
が
震
災
か
ら
活
き
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
か
ら
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
の
震
災
へ

の
思
い
の
差
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
、
考

え
の
共
有
や
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
、

伝
え
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
学
び
ま
し

た
。 

 

栃
木
で
の
２
日
間
で
、
震
災
か
ら
６
年

が
経
っ
た
今
で
も
、
震
災
に
つ
い
て
考
え

る
人
や
震
災
で
支
援
が
必
要
は
人
が
い
る

こ
と
を
実
感
し
、
ま
た
自
分
の
震
災
へ
の

意
識
の
薄
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
ち
ぎ
Ｙ
の
リ
ー
ダ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
出
会
っ
た
仲
間
と
の
出
会
い
、
今

回
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
し
、
岩
手
で
で

き
る
こ
と
を
自
分
な
り
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。 

 

盛
岡
大
学
短
期
大
学
部
２
年 

 

渥
美 

百
恵
（
ニ
ョ
ッ
キ
リ
ー
ダ
ー
） 

盛
岡
Ｙ
リ
ー
ダ
ー 

栃
木
へ
… 


